
 

 

 

 

１．趣  旨 

介護支援専門員は，認知症，独居，ターミナルケア，精神疾患、家族間の葛

藤など高齢者を取り巻く多様化・複雑化した課題解決のために，利用者に寄り

添いながら支え続ける必要があります。 

とりわけ昨今６５歳以上の高齢者の３～４人に 1 人が MCI を含む認知症を発

症していると言われています。介護支援専門員として認知症の人や家族、認知

症の人を支える支援者の相談援助職として日々取り組んで行くことが求められ

ています。 

本実践研究大会では，介護支援専門員一人ひとりが高いプロ意識を持って地

域マネジメントや利用者の自立支援に資するケアマネジメントの実践に繋げる

ことを目的として開催します。 

今回のテーマは，「認知症の人を支える」について考えたいと思います。 

私たちは日々どのように認知症の人に対しケアマネジメント行い、意思決定

支援を支え続けることが出来るのか共に学び考えていきたいと思います。 

 

 

２．主  催  一般社団法人 徳島県介護支援専門員協会 

 

 

３．対 象 者  介護支援専門員，保健・医療・福祉・行政関係者 

 

 

４．日  時  令和８年３月１０日（火）１０：００～１５：３０ 

 

 

５．場  所  パークテレコメディア（男女共同参画交流センター）  

２階 パークテレコメディアホール（アスティとくしま内） 

徳島市山城町東浜傍示１番地１ TEL：088-655-4608 

 

 

６．内  容 

  ９：３０  受付 

 

１０：００  開会・挨拶・オリエンテーション 

 

１０：１０   基調講演 「妖怪人間ベムは永遠に笑わない」 

～生きる意味は間（あわい）に～ 

              

      講師：京都大学医学部・国際高等教育院非常勤講師    

佐藤 泰子氏 

 

第８回徳島県介護支援専門員実践研究大会 開催要綱 



１２：００  休憩         

 

１３：００  実践研究発表 

       発表者：（4～5名程度公募予定） 

       助言者： 京都大学 佐藤 泰子氏         

 

１５：００  ディスカッション（意見交換） 

発表者の感想や助言者からの質疑・助言等        

  

１５：３０  閉会・挨拶  

 

 

７．定  員  会場：１００名   

 

 

８．参 加 費  無料 

 

 

９．昼  食  各自でご準備ください。 

 

 

１０．申込方法  次の URL から，または QR コードを読み取っていただき，

「申込フォーム」に入力の上，お申し込みください。 

        

URL 

 

 

QR コード 

    

 

 

１１．申込期限 令和８年３月５日（木） ※必着 

     （定員を超えた場合はキャンセル待ちとなります。） 

 

 

１２．お問い合わせ・連絡先 

    一般社団法人徳島県介護支援専門員協会 

      〒770-0866 徳島市末広 2 丁目 1 番 80 号 

        TEL 088-678-4200 FAX 088-611-7035 

E-mail  info@cma-tokushima.com 

ホームページ hyyps://cma-tokushima.com/ 

 

１３．その他 

（１）感染症等の状況によりオンライン開催のみに変更する場合がございます。

その場合，会場参加者はオンライン参加に変更することができます。 

https://forms.gle/qM3E5B2pUKxqMg8E7 

mailto:info@cma-tokushima.com


（２）会場参加の場合，他のイベントにより駐車場が混み合う可能性があります

ので，お早めにお越しください。 

（３）あわせて，実践発表事例を募集しております。別途ご案内する「第８回徳

島県介護支援専門員実践研究大会発表事例の募集について」をご覧くださ

い。 

 

 

【講師紹介】京都大学医学部・国際高等教育院 非常勤講師   佐藤泰子 氏 

  

 

 

【経歴・活動】 

2009 年京都大学大学院人間・環境学研究科博士課程修了。京都大学、京都看護大学、聖

泉大学、 京都経済短期大学等で精神医療史、生命哲学、死生学、 医療倫理、コミュニ

ケーション論等の授業担当。 

「苦しみと緩和の構造」、哲学、倫理学、死生学をもとに援助のあり方を探っている。

講演では、人間の苦しみと言語の関係を手掛かりに「聴くこと」「語ること」の本当の

意味を解説する。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【所属学会等】 

日本精神医学史学会 

日本臨床死生学会 

対人援助・スピリチュアルケア研究会 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【主な著書】 

苦しみと緩和の臨床人間学  晃洋書房 

死生の臨床人間学 -「死」からはじまる「生」- 晃洋書房 

High-context culture における「察する」とは何か  緩和ケア 11 月号 2022 年  

他多数 

【講演・口頭発表等】 

・日本緩和医療学会 シンポジウム 

がん患者サロンにおける患者の「語り」を患者が「聴く」ことの意味 

-人間存在の「役割」という生の意味からスピリチュアルケアを探る- 

2010 年 6 月 18 日 東京国際フォーラム 

・中国・四国 8 大学広域がんプロフェッショナル養成コンソーシアム 

（厚生労働省「がんプロフェッショナル養成プラン」） 

スピリチュアルケア -対人援助的コミュニケーションとは- 

2010 年 12 月 18 日 高松市サンメッセ香川 

・日本死の臨床研究会 年次大会 ランチョンセミナー 

医療者の立ち位置がわかる臨床人間学 

2012 年 11 月 3 日 京都国際会館 

・第１７回日本臨床死生学会全国大会 

苦しみと緩和の構造  2011 年 9 月 18 日 兵庫医療大学オクタホール  

他多数 

 

「医療史にみる癒しのこころ  

 第 17 回近畿消化器内視鏡疑似研究大会特別講演」  2002 年 4 月 

「苦しみの減少額構造解明とスピリチュアルペインへのアプローチ」 

 京慈緩和ケア研究大会 200７年 6 月 

「死ぬ覚悟から生きる覚悟に変容した終末期患者のスピリチュアルペインの現象学的分析 」 

滋賀緩和ケア研究大会 2007 年 10 月 

「苦しみの構造と終末期患者のスピリチュアルペインへのアプローチ」 


